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は
じ
め
に

 

西に
し

周あ
ま
ねは
、
文
政
12
年
（
１
８
２
９
年
）

津
和
野
藩
に
生
ま
れ
、
オ
ラ
ン
ダ
留
学
を
経

験
し
た
後
、
近
代
日
本
の
黎れ

い
め
い
き

明
期
に
多
方
面

で
活
躍
し
ま
し
た
。
現
在
広
く
使
用
さ
れ
て

い
る
「
哲
学
」、「
概
念
」、「
理
想
」、「
本
能
」、

「
心
理
学
」
等
の
訳
語
を
生
み
出
し
た
人
物

と
し
て
も
有
名
で
あ
り
、
後
世
に
大
き
な
影

響
を
与
え
た
思
想
家
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。

津
和
野
藩
と
西
周

周
は
幼
少
期
か
ら
勉
学
に
勤
し
み
、
11
歳

で
藩
校
養
老
館
に
入
り
ま
し
た
。
そ
の
勉
強

ぶ
り
は
有
名
で
、
片
手
に
油あ

ぶ
ら
と
っ
く
り

徳
利
を
持
ち
、

書
物
を
読
み
な
が
ら
歩
い
て
い
た
姿
を
巷
の

津
和
野
町
教
育
委
員
会
の
会
計
年
度
任
用

職
員
と
し
て
『
新
編
西
周
全
集
』
の
編
纂
事

業
に
関
わ
り
、
一
部
資
料
の
翻
刻
を
手
が
け

る
山
岡
浩
二
さ
ん
に
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

刊
行
さ
れ
た
第
三
巻
の
魅
力
は
何
で

す
か
？

「
第
三
巻
の
巻
末
に
『
西
周
の
新
造
語
一

覧
』
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
点
に
魅
力
を
感
じ

て
い
ま
す
。
長
年
に
わ
た
る
研
究
に
よ
り
作

成
さ
れ
た
一
覧
を
見
る
こ
と
で
、
周
が
ど
ん

な
言
葉
を
作
っ
て
き
た
の
か
を
知
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
ま
た
、
現
在
標
準
語
と
な
っ
て

い
る
言
葉
に
は
傍
線
が
引
い
て
あ
り
、
周
の

功
績
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
」

翻
刻
す
る
中
で
、
お
も
し
ろ
か
っ
た

と
こ
ろ
は
何
で
す
か
？

「
ま
ず
、
外
国
の
地
名
や
人
名
が
漢
字
で
書

い
て
あ
る
の
が
お
も
し
ろ
い
と
思
い
ま
し

人
々
は「
周
の
油
買
い
」と
呼
ん
で
い
ま
し
た
。

19
歳
の
時
、
そ
の
卓
越
し
た
才
能
を
見
込

ん
だ
藩
か
ら
儒
学
を
勉
強
す
る
よ
う
に
と
命

じ
ら
れ
、
周
は
藩
校
養
老
館
の
教
師
と
な
り

ま
し
た
。

24
歳
の
時
に
は
江
戸
勤
務
を
言
い
渡
さ

れ
、
オ
ラ
ン
ダ
語
や
数
学
を
学
ぶ
こ
と
と
な

り
、
26
歳
で
脱
藩
し
ま
し
た
。

オ
ラ
ン
ダ
留
学
と
哲
学

幕
末
に
は
、
初
の
国
費
留
学
生
と
し
て
オ

ラ
ン
ダ
に
渡
り
、
国
際
法
や
経
済
学
を
学
ぶ

と
と
も
に
哲
学
の
研
究
に
も
力
を
注
ぎ
ま
し

た
。
留
学
後
は
、
現
地
で
体
得
し
た
近
代
文

化
の
精せ

い
ず
い髄
を
活
か
し
、
将
軍
徳
川
慶よ

し
の
ぶ喜
の
側

近
を
務
め
た
ほ
か
、
新
政
府
で
も
様
々
な
省

庁
で
活
躍
し
、
明
治
の
新
時
代
を
先
導
し
ま

し
た
。
さ
ら
に
、
森も

り

有あ
り
の
り礼
や
福
沢
諭
吉
ら
と

と
も
に
明
六
社
を
設
立
し
、
機
関
誌
『
明
六

雑
誌
』
に
盛
ん
に
寄
稿
し
、
西
洋
の
哲
学
書

の
翻
訳
や
紹
介
等
も
手
が
け
ま
し
た
。

た
。
ま
た
、
翻
刻
を
す
る
中
で
、
ま
だ
翻
訳

語
が
確
立
さ
れ
て
い
な
い
時
代
に
、
周
が
英

語
か
ら
様
々
な
言
葉
を
苦
労
し
て
作
っ
て
き

た
過
程
を
見
る
こ
と
が
で
き
、
大
変
興
味
を

引
か
れ
ま
し
た
。
周
の
表
現
に
触
れ
る
こ
と

で
、
改
め
て
『
新
し
い
日
本
語
と
格
闘
し
た

人
』
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
」

周
と
津
和
野
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て

教
え
て
く
だ
さ
い
。

「
医
者
の
子
は
医
者
に
し
か
な
れ
な
か
っ
た

時
代
に
、
殿
様
は
『
周
は
勉
強
が
で
き
る
の

で
、
医
者
に
な
ら
な
い
で
い
い
か
ら
儒
学
を

勉
強
し
な
さ
い
』
と
命
じ
ま
し
た
。
当
時

は
、
医
者
の
身
分
や
収
入
、
社
会
的
地
位
は

高
く
な
く
、
儒
学
者
の
方
が
は
る
か
に
上
で

あ
り
、
殿
様
か
ら
そ
の
よ
う
に
命
ぜ
ら
れ
た

こ
と
は
大
変
な
名
誉
で
し
た
。
藩
が
周
の
才

能
を
見
出
し
、
機
会
を
与
え
た
こ
と
で
周
は

『
新
編
西
周
全
集
』

津
和
野
町
と
島
根
県
立
大
学
は
平
成
29
年

に
、
西
周
研
究
に
か
か
る
連
携
・
協
力
に
関

す
る
協
定
を
締
結
し
て
い
ま
す
。
こ
の
協
定

に
基
づ
く
西
周
顕
彰
事
業
の
一
環
と
し
て
、

島
根
県
立
大
学
を
中
心
に
新
編
西
周
全
集
編

纂
委
員
会
（
委
員
長
：
樺
山
紘
一
氏
／
東
京

大
学
名
誉
教
授
）
が
立
ち
上
げ
ら
れ
、
津
和

野
町
も
新
全
集
編
纂
へ
支
援
を
行
っ
て
き
ま

し
た
。
そ
の
成
果
と
し
て
、９
月
24
日
に『
新

編 

西
周
全
集 

第
三
巻
（
言
語
・
教
育
編
）』

（
代
表
編
者
：
手
島 

邦
夫
氏
・
服
部 

隆
氏
）

が
刊
行
さ
れ
ま
し
た
。
新
編
全
集
で
は
、
従

来
の
全
集
で
は
収
録
さ
れ
な
か
っ
た
著
訳
書

や
、
部
分
的
な
翻ほ

ん
こ
く刻
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
日

記
の
完
全
版
、
新
た
に
発
見
さ
れ
た
書
簡
等

の
新
資
料
を
収
録
し
、
細
部
ま
で
校
訂
が
加

え
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
回
の
第
三
巻
を
皮
切

り
に
全
六
巻
が
刊
行
予
定
で
あ
り
、
西
周
の

再
評
価
や
研
究
の
新
規
参
入
に
つ
な
が
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

第
三
巻
は
、
津
和
野
図
書
館
及
び
日
原
図

書
館
で
も
閲
覧
で
き
ま
す
。

西周

山岡さんが翻刻した資料の一つ
『心理學』（ジョセーフ・ヘーブン ) 著・西周訳
※津和野町郷土館所蔵

藩校養老館

新編西周全集 第三巻

西周がオランダ留学で持ち帰った顕微鏡
※津和野町郷土館所蔵

西周旧居
　周が４歳の時に移り住み、25歳に至るまで過ごした屋敷地が今
も残ります。残念ながら、周が生活していた当時の主屋は嘉永６年
（1853年）の大火により焼失しておりますが、大火後に再建された
建物を見ることができます。再建された建物は、津和野藩の武家屋敷
の当時の姿をよくとどめており、国の史跡にも指定されています。
　なお、大火による焼失をまぬがれた土蔵の左手奥には、三畳間が当時
のまま残っており、ここが周の勉強部屋であったといわれています。

　津和野町郷土館及び森鷗外記念館が主催する「西周生誕記念講演会」が
開催されます。講師は、津和野町文化財保護審議会会長であり森鷗外記念
館協議会副会長も務めている松島弘氏です。昨年もご好評いただいた当講
演会ですが、今年は「西周と津和野」と題してご講演いただきます。

◯日時：１月31日（土）13時30分～15時　◯場所：森鷗外記念館

◯聴講無料・事前申込不要　　　

◯問い合わせ先：森鷗外記念館　☎0856-72-3210
三畳間（土蔵）

西周生誕記念講演会が開催されます

羽
ば
た
い
て
い
け
た
と
い
え
ま
す
。
加
え

て
、
重
罪
で
あ
っ
た
脱
藩
に
つ
い
て
も
、
最

終
的
に
藩
は
『
永な

が

の
暇い

と
ま

』
（
無
期
限
の
休

暇
）
と
い
う
措
置
に
変
え
ま
し
た
。
こ
う
し

た
藩
の
配
慮
の
お
か
げ
で
、
周
は
国
や
藩

の
た
め
に
働
く
こ
と
が
で
き
た
と
考
え
ま

す
。
」

『明六雑誌』第１号
※森鷗外記念館所蔵



教育委員会 　☎ 7 2  - 1 8 5 4

近県学校音楽大会が開催されました

　第76回近県学校音楽大会が11月9日（日）、津和野体育館で行われました。

 　島根・山口両県から39校、約220名が参加し、日頃の練習の成果を披露する場となりました。

　子どもたちが懸命に発表する姿にたくさんの拍手がわき起こり、盛大に開催されました。

　昼休みには、当日の審査員でもあるヴァイオリン奏者の相川麻里子さんによるミニコンサートもあり、プ

ロの演奏を間近で鑑賞することができました。
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部門 賞 曲目（楽器） 学校・学年・出演者名

高等学校独奏 優秀賞
レインダンス
（マリンバ）

津和野高等学校 1 年
近重　さくら

小学校重奏 最優秀賞
ポルカ・パーティー

（ピアノ）
津和野小学校

青木　優杏・大中　杏珠

小学校合唱
特別賞

最優秀賞
U ＆ I

木部小学校
全校児童　13 名

小学校合唱 優秀賞 大切なもの
津和野小学校

4・5・6 年生　56 名

中学校合唱 最優秀賞 虹の輪の花
津和野中学校
合唱部 7 名

中学校重唱 優秀賞 花
津和野中学校

岩本　未由・田中　希依

○津和野町内の出場者審査結果（優秀賞以上）
　※その他の結果については、津和野町ホームページでご覧ください。

津和野中学校合唱部 7 名

津和野小学校　青木 優杏さん・大中 杏珠さん木部小学校全校児童 13 名

平野 均さんが全土連会長賞を受賞

2025『夏の省エネコンテスト』結果報告

　令和 7 年 10 月 15 日（水）、佐賀市で開催された全国
土地改良大会において、津和野町土地改良区理事長の平野
均さん（添谷）が、土地改良事業功績者へ贈られる全国土
地改良事業団体連合会長賞を受賞されました。
　平野さんは、平成 21 年 10 月に土地改良区理事に就任さ
れ、その後、平成28年に同理事長に就任されました。その間、
土地改良区の組織強化に取り組まれるとともに、ほ場整備
をはじめとした土地改良事業の推進に尽力されるなど津和
野町内の農業振興に多大な貢献をしてこられました。

　７月から９月初めにかけて、津和野町環境パートナーシップ会議の主催、町内各公民館の協力により
『夏の省エネコンテスト』を開催しました。このコンテストは、世帯ごとに前年同月比における節電率を
競うものです。今年は 88 世帯の皆さんに様々な省エネ（節電）への取り組みを行っていただきました。
　今年の夏は梅雨明けが記録的に早く、早い時期から猛暑に見舞われました。気象庁の統計によると、
津和野町では最高気温が 35 度以上の「猛暑日」が 8 月までに 44 日と過去最高を記録するような大変
な暑さの中でしたが、51 世帯の方が節電を達成されました。参加世帯の達成率は 58％と歴代最も高い
ものでした。（昨年の達成率は 22％でした）その中で節電率（前年同月比）- 55.2％を記録した、山田
美智子さんが見事１位に輝きました。山田さんは家族が増えたにもかかわらず、使用量が減少したとい
う驚異的な数値での 1 位となりました。
　『夏の省エネコンテスト』は来年も開催予定としておりますので、次回も多くの方の参加をお待ちして
います。
　これから寒い冬を迎えますが、引き続き無理のない省エネに取り組んでいただき快適なエコ生活を過
ごしていただきますようお願いいたします。

◇山田さんのコメント◇
　省エネは普段から心がけています。省エネコンテスト
の時期には特に意識をしています。でも 1 位になるとは
思いませんでした。春に古い冷蔵庫を 2 台、大型冷凍庫
を 1 台処分して、新しい冷蔵庫 1 台と小さい冷凍庫に買
い替えました。さらにエコキュートも 18 年くらい使っ
たので、家族が増えるのを機会に取り換えました。この
ような買い替えが結果として大きい削減になったのだと
思います。これからも省エネにつとめて行きたいと思い
ます。

　11 月 16 日 ( 日 ) に役場本庁舎において、令和７年度地域に向けた男女共
同参画推進事業「一人ひとりが考えるわたしの防災」を開催しました。この事
業は、男女共同参画についての理解がより一層地域の隅々まで広がることを目
的としています。
　第一部では、「多様な視点で取り組もう！きっと役立つ防災講座」と題し、
関西国際大学客員教授の斉藤容子さんにご講演いただきました。阪神淡路大震
災や東日本大震災等の過去の災害において、高齢者や障がい者といった弱い立
場にある人が犠牲になることが多かったことや、避難所におけるトイレの問題、
性に基づく暴力等多岐にわたるお話がありました。
　第二部では、しまね女性センターの進行により、本庁舎３階で避難所と備蓄
品を確認するワークを行いました。町が備蓄している災害備品、非常食等を紹
介するとともに、非常用トイレの使い方のデモンストレーションを行いました。
　参加された皆さんは、多様な視点を持って防災に取り組むことの大切さを学
びながら、災害時の自分の備えについて考えを巡らせていました。

建設課（土地改良区）☎ 74-0081

環境生活課 ☎ 72-0309

平野 均さん（左）

（１位の賞品は１年中使える省エネタイプの DC
扇風機とプランターキエーロです）

山田 美智子さん

◯男女共同参画講座を開催しました◯ つわの暮らし推進課 ☎ 74-0092
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対話する力課題を見抜く力

行動する力・創造する力

【本稿に関するお問い合わせ】　津和野町役場　健康福祉課　☎72・0673 【本稿に関するお問い合わせ】　津和野町役場　教育委員会　☎72・1854

「大人になっても自ら学び続ける」ひと

令和３年に設立された「一般財団法人つわの学びみらい」が、
健康福祉課や教育委員会、現場の先生方とともに、これらの
活動に取り組んでいます。詳しくは、つわの学びみらいの
ホームページ・Facebook をご覧ください！

ＨＰ Facebook

　平成３０年に町が策定した「０歳児からのひとづくりプログラム」に掲げられている、
津和野町の未来を担う人材像です。
　この地域総ぐるみによるひとづくりを持続的に体現し、「学び続ける・問い続ける・
変わり続ける町」であるために取り組んでいることを紹介します。

育てたい力

　11 月 15 日（土）に、鷲原天満宮で行われた例大祭に津和野高校生約 20 名が参加し、地域の方
とともに「暴れ神輿」を担ぎました。神輿を担ぐのが初めての生徒も多く「思ったより重くて驚いた」

「地域の人と一緒に担ぐ雰囲気が楽しかった」「振る舞いのおにぎりがとても美味しかった」等の
声が聞かれました。地域の方からは「高校生がいてくれると祭りが盛り上がる」と喜びの声が寄
せられ、伝統行事を通じた世代間交流の場となりました。
　また、県外出身の卒業生がこの日に合わせて帰郷し、担ぎ手として参加する姿も見られるなど、
祭りが地域と若い世代をつなぐ絆となっています。今後も、伝統文化を通して高校生が地域の魅
力を肌で感じられるようサポートしていきます。

　11 月 16 日（日）に開催された滝元枕瀬公民館祭りで、滝元枕瀬地
区出身の中学生 3 名が、綿菓子やコーヒーの販売等接客のお手伝いを
行いました。当日は 150 名以上の地域の方が参加し、中学生からは「思
っていたよりも多くの地域の方が来場して驚いた」「昨年、初めて参加
して楽しかったので今年も参加した」との感想がありました。
　滝元枕瀬公民館では、中学生にもっと公民館を身近に感じてもらい、
地域の活動に関わってほしいとの思いから、公民館の職員が日原中学
校を訪れ、地域活動の魅力について中学生と話す会を昨年度から実施
しています。公民館の職員からは「地域の活動に関わることで、町を
好きになってもらい、自分たちの町の現状を考えるきっかけとなって
ほしい」との言葉がありました。これからも地域行事を通じて子ども
たちの活動の場やふるさとを想う機会を地域の方と連携しながらつく
っていきます。

地域の伝統を未来へつなぐ～鷲原天満宮例大祭に津和野高校生が参加

学校と地域が連携したつながりづくり～滝元枕瀬公民館

保育実践発表会『保育展』の開催について

高校生×伝統行事

ーお知らせー

中学生×公民館

　今年も保育実践発表会「保育展」を開催します。今回で６回目の開催となる企画ですが、こ
れまで町内の保育士や保護者の皆さん、行政関係者だけでなく、近隣市町村にお住まいの方、
都心にお住まいの方等もご参加くださっています。保育園にとっては、１年間を振り返り、自
分たちが大切にしている子どもの見方・関わり方を外部に発信する機会です。
　町内では出生数が減り人口減少が進んでいますが、津和野町に産まれた子どもたちがよりよ
く未来を生きていけるように、この保育展という取り組みを続けています。
　保護者の皆さん、地域の皆さんと一緒にさまざまな角度から考える機会にしたいと考えてい
ます。ご参加をお待ちしております。

日　時：２月 14 日（土）13:00 ～ 17:00
場　所：津和野体育館（津和野町民センター）
テーマ：「未来を生きる子どもたちのために今、できること」
内　容：町内園の実践発表、基調講演（予定）
講　師：OECD 教育スキル局 シニアアナリスト 田熊美保 氏（オンライン登壇） 申込フォーム

昨年度の様子 【一般財団法人つわの学びみらい】　所在地：津和野町後田ハ12-3　☎72・1506　　info@tsuwano-mm.org

法被に着替えていよいよ出発です 最後は神輿を担いで火の中へ！

たくさんの来場者に対応する中学生
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・評価期間　　令和６年４月１日～令和７年３月 3 1日

・評価基準日　令和７年１月１日

・評価対象者　全職員

・評価項目　　能力評価（評価項目ごとに定める着眼点に基づき、
　　　　　　　　　　　　職務遂行の過程において発揮された職員の能力を客観的に評価する。）

　　　　　　　業績評価（職員があらかじめ設定した業績目標の達成度
　　　　　　　　　　　　その他目標以外の取組により、その業務上の業績を客観的に評価する。）

　町職員の給与は、条例、規則などで定められています。職員の給与には基本給としての給料と
扶養、住居、通勤手当や民間の賞与にあたる期末・勤勉手当などがあります。

津和野町人事行政の
運営等の状況について

1 .職員の任免及び職員数に関する状況

2 .職員の人事評価の状況

3 .職員の給与の状況

◎地方公務員法及び津和野町人事行政の運営等の状況の公表に関する条例に基づき、
　職員の任用、職員数、勤務時間等人事行政の運営等の状況についてお知らせします。

総務財政課☎74 - 0 0 28

津和野町人事行政の運営等の状況について

※津和野町の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。
※標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職務です。

※（　）内は、再任用職員に係る支給割合です。

      (1) 職員数

区 分 職員数
（R6.4.1 現在）

R6.4.2~R7.4.1 職員数
（R7.4.1 現在）採用者数 退職者数

行 政 職 125 2 5 122

技 能 労 務 職 7 0 0 7

合 計 132 2 5 129

      （1）人件費の状況（普通会計決算）

区分 住民基本台帳人口
（R7.1.1 現在） 歳出額 A 実質収支 人件費 B 人件費率

B/A
人件費率

（令和 5 年度）
6 年度 6,374 人 9,920,038 千円 79,963 千円 1,508,993 千円 15.2％ 12.9％

（2）職員給与費の状況（普通会計決算）

区分 職員数
A

給与費
（参考）一人当たり

給与費 B/A給料 職員手当 期末・勤勉手当 計 B

6 年度 115 人 442,827 千円 71,260 千円 180,216 千円 694,303 千円 6,037 千円
※職員手当には退職手当を含みません。
※職員数は令和 6 年 4 月 1 日現在の人数です。また、再任用職員 （短時間勤務） 及び会計年度任用職員を含みません。
※給与費については、再任用職員（短時間勤務）の給与費が含まれていますが、会計年度任用職員の給与費は含みません。

（3）職員の平均年齢、平均給料月額の状況（令和７年 4 月１日現在）

区 分
一般行政職 技能労務職

平均給料月額 平均年齢 平均給料月額 平均年齢

津 和 野 町 318,400 円 40.1 歳 354,500 円 49.5 歳

（4）職員の初任給の状況（令和 7 年 4 月 1 日現在）

区分 津和野町 国

一般行政職
大学卒 220,000 円 220,000 円

高校卒 188,000 円 188,000 円

技能労務職 高校卒 185,700 円 －

（5）職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況（令和 7 年 4 月 1 日現在）

区分 経験年数 10 年 経験年数 20 年 経験年数 25 年 経験年数 30 年

一般行政職
大学卒 273,300 円 355,100 円 － 401,450 円

高校卒 － － － －

技能労務職 高校卒 － － － －

（6）一般行政職の級別職員数の状況（令和 7 年 4 月 1 日現在）

区分 1 級 2 級 3 級 4 級 5 級 6 級 7 級

標準的な
職務内容

主事
技師

副主任主事
副主任技師

主任主事
主任技師

係長
主幹

課長補佐
企画員 課長 参事

職員数 15 人 9 人 22 人 17 人 16 人 9 人 0 人

構成比 17.0％ 10.2％ 25.0％ 19.3％ 18.2％ 10.2％ 0.0％

（7）職員手当の状況
○期末手当・勤勉手当（令和 6 年度）

区分 津和野町 島根県 国

1 人当たり平均支給額 1,545 千円 1,618 千円 ―

支給割合
期末手当 2.5（1.4）月分 2.45（1.275）月分 2.5（1.4）月分

勤勉手当 2.1（1.0）月分 2.05（1.075）月分 2.1（1.0）月分

加算措置の状況
※職制上の段階、職務の級等による

加算措置

役職加算 5~10% 5~20% 5~20%

管理職加算 － 15~25% 10~25%



Public Relations Magazine Tsuwano Town　1011　広報つわの
9　広報つわの Public Relations Magazine Tsuwano Town　8

津和野町人事行政の運営等の状況について

○退職手当（令和 7年 4月 1日現在）

津和野町 国
自己都合 勧奨・定年 自己都合 勧奨・定年

勤続 20 年 19.6695 月分 24.586875 月分 勤続 20 年 19.6695 月分 24.586875 月分
勤続 25 年 28.0395 月分 33.27075 月分 勤続 25 年 28.0395 月分 33.27075 月分
勤続 35 年 39.7575 月分 47.709 月分 勤続 35 年 39.7575 月分 47.709 月分
最高限度額 47.709 月分 47.709 月分 最高限度額 47.709 月分 47.709 月分

その他の加算措置　・定年前早期退職特例措置　1~21% その他の加算措置　・定年前早期退職特例措置　2~45%

○特殊勤務手当（令和 7年 4月 1日現在）
手当の名称 主な支給対象職員 主な支給対象業務 支給単価

各種徴収外勤従事手当 税徴収担当職員 税等の外勤徴収業務 日額 200 円
感染症防疫従事手当 衛生担当職員 感染症防疫業務 日額 500 円

災害応急作業等従事手当 災害応急作業等担当職員
災害応急作業、災害応急作業
のための災害状況調査業務

日額 1,080 円

○時間外勤務手当（令和 6年度普通会計決算）
支給実績 24,441 千円

職員１人当たり平均支給年額 222 千円

○その他の手当（令和 6年度普通会計決算）

手当名 内容及び支給単価 国の制度 支給実績 支給職員 1人当たり
平均支給年額

扶養手当

・配偶者 3,000 円
・父母等 6,500 円
・扶養親族たる子 1 人につき 11,500 円
（満 15 歳から満 22 歳までの子について 5,000 円加算）

同じ 15,336 千円 269,053 円

住居手当
・月額 12,000 円を越える家賃を払っている者
　限度額  27,000 円

同じ 8,571 千円 238,083 円

通勤手当
・交通機関等利用　限度額 :55,000 円
・片道2km以上自動車利用　限度額 :30,000 円

自家用車等の通勤距
離区分及び加算方法

15,486 千円 166,516 円

地域手当
・首都圏に在勤する職員に、給料、扶養手当等の月

額の合計に 20/100（１級地・東京都）を乗じて
得た額を支給

同じ － －

管理職手当
・参事 44,300 円
・課長他  41,600 円

役職に応じた支給 4,992 千円 499,200 円

管理職員特
別勤務手当

・臨時または緊急の必要その他の公務の運営の必要  
   により週休日又は休日に勤務した管理職員に支給
・支給額（勤務１回につき）
   参事、課長他　6,000 円
   主査　3,600 円
・実務時間が 6時間を超える場合
   参事、課長他　9,000 円
   主査　5,400 円

同じ － －

宿日直手当 ・1 回につき 4,400 円 同じ 1,597 千円 14,651 円

※職員 1 人当たり平均支給額を算出する際の職員数は、「支給実績」と同
じ年度の 4 月 1 日現在の総職員数（管理職員等、制度上時間外勤務手
当の対象とならない職員を除く）であり、短時間勤務職員を含む。

※退職手当の「１期の手当額」は、4 月 1 日現在の給料月額及び支給率に基づき、1 期勤めた場合の見込額です。
※退職手当は、島根県市町村総合事務組合の退職手当に関する条例により支給されます。

（8）特別職の報酬の状況（令和 7年 4月 1日現在）

区分 給料月額等

給
料

町　長 730,000 円

副町長 615,000 円

教育長 560,000 円

報
酬

議　長 280,000 円

副議長 236,000 円

議　員 197,000 円

委員長 207,000 円

期
末
手
当

町　長
副町長
教育長

　（令和５年度支給割合）
3.30 月分（役職加算 15%）

議　長
副議長
議　員
委員長

　（令和５年度支給割合）
3.35 月分（役職加算 10%）

退
職
手
当

（算定方式） （1 期の手当額） （支給時期）

町　長 730,000 円×在職年数× 4.5 13,140,000 円 在任期間ごと

副町長 615,000 円×在職年数× 2.7 6,642,000 円 在任期間ごと

教育長 560,000 円×在職年数× 2.07 3,477,600 円 在任期間ごと

（9）部門別職員数の状況と主な増減理由

区分
部門

職員数 対前年
増減数 主な増減理由

令和 6年 令和 7年

普
通
会
計
部
門

一
般
行
政
部
門

議会 1 1

総務 29 29

税務 8 8

民生 24 20 △ 4

衛生 8 8

農林水産 9 9

商工 6 6

土木 9 10 1

計 94 91 △ 3 参考：人口 1,000 人当たり職員数 14.3 人

教育部門 21 21

小計 115 112 △ 3 参考：人口 1,000 人当たり職員数 17.6 人

公
営
企
業
等

会
計
部
門

病院 3 3

水道 5 5

下水 2 2

その他 7 7

小計 17 17

合計 132[157] 129[157] △ 3 参考：人口 1,000 人当たり職員数 20.2 人
※職員数は一般職に属する職員数で、[    ] 内は条例定数の合計です。

（10）年齢別職員構成の状況（令和７年 4月 1日現在）

区分 20歳
未満

20歳

~

23 歳
24 歳

~

27 歳
28 歳

~

31 歳
32 歳

~

35 歳
36 歳

~

39 歳
40 歳

~

43 歳
44 歳

~

47 歳
48 歳

~

51 歳
52 歳

~

55 歳
56 歳

~

59 歳
60 歳
以上

職員数 － 7 人 11 人 8 人 14 人 19 人 13 人 18 人 16 人 12 人 11 人 －

※退職手当は、島根県市町村総合事務組合の退職手当に関する条例により支給されます。

6

6
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(2) 休暇の概要
種類 概要

年次有給休暇 全職員に対し、1 年（暦年）につき 20 日間付与（前年に未使用日数がある場合は、20 日を限度とし翌年に繰越し）

病
気
休
暇

公務上の
疾病

職員が公務上負傷若しくは疾病し、又は通勤により負傷若しくは疾病にかかった場合その療養期間中は病
気休暇を与える。

その他の
疾病

職員が私事による負傷又は疾病のため療養を要する場合は、引き続き 90 日を超えない範囲内においてそ
の療養に必要と認めた期間。ただし、結核性疾患の場合にあっては、1 年以内の期間とすることができる。

介護休暇
職員が配偶者、父母、子、配偶者の父母等でかつ、職員と同居している者で負傷、疾病等により 2 週間以
上にわたり日常生活を営むのに支障がある者の介護をするため、6 月の期間内において受けることができ
る。休暇期間中の給与は減額。

特別休暇
選挙権その他公民としての権利の行使、婚姻、出産、交通機関の事故その他の特別の事由により職員が勤
務しないことが相当であると認められる場合の休暇。

(3) 職員の年次有給休暇の取得状況（令和 6 年 1 月～令和 6 年 12 月）

総付与日数 A 総取得日数 B 全対象職員数 C 平均取得日数 B/C 消化率 B/A
4,859 日 1,717 日 135 人 12.7 日 35.3%

（4）特別休暇の種類（主なもの）

種類 付与日数
公民権行使休暇 必要と認める期間

結婚休暇 7 日以内（休日、勤務を要しない日を除く）

産前産後休暇 産前 8 週間（多胎妊娠の場合 14 週間）　産後 8 週間

保育時間
満 1 歳まで 1 日 2 回それぞれ 1 時間以内（やむを得ない場合は連続取得可）
満１歳から３歳まで１日 60 分以内

夏季休暇 7 月から 9 月までの間において 3 日以内

5 .職員の休業に関する状況

（1）育児休業の取得状況（令和 6 年度）

区分 男性 女性
新たに育児休業を取得した者 1 人 ２人

前年度から引き続いて取得している者 － 3 人

(2) 介護休暇の取得状況（令和 6 年度に新たに取得した職員）　　　0 人

　職員は、全体の奉仕者として公共の利益のために勤務し、かつ、職務の遂行に当たっては、全力
を挙げてこれに専念しなければならないこととされています。この趣旨を具体的に実現するため、
地方公務員法によって、法令等及び上司の職務上の命令に従う義務、信用失墜行為の禁止、職務
上知り得た秘密を守る義務、政治的行為の制限、争議行為等の禁止、営利企業等の従事制限など、
民間企業の勤労者とは異なる職務上の強い制約が課せられています。
　これらの服務規律を保持するため、懲戒制度が設けられており、その懲戒処分の状況は、６（２）
のとおりです。

6 .職員の分限及び懲戒処分の状況

7 .職員の服務の状況

　平成 2 8年４月１日施行の地方公務員法の改正により、退職管理の適正を確保するための措置を講
ずることとされたことに伴い、職員の退職管理に関する条例及び規則を制定しました。元職員（再就
職者）  による現職職員への働きかけ  （再就職先と町との間の契約等事務について職務に属する行為
をする、又はしないように、要求又は依頼すること）  が禁止されています。管理又は監督の地位  （
課長級以上）  にあった職員が、離職後２年以内に再就職した場合は届出が義務付けられています。

8 .職員の退職管理の状況

(1) 分限処分者数（令和 6 年度）

処分の種類
処分事由 降任 免職 休職 降級 合計

勤務実績がよくない場合（地公法第 28 条第 1 項第 1 号） － － － － －

心身の故障の場合（地公法第 28 条第 1 項第 2 号）
　　　　　　　　　  （地公法第 28 条第 2 項第 1 号）

－ － 4 人 － ４人

職に必要な適格性を欠く場合（地公法第 28 条第 1 項第 3 号） － － － － －

その他 － － － － －

合　　計 － － 4 人 － 4 人

(2) 懲戒処分者数（令和 6 年度）

処分の種類
処分事由 戒告 減給 停職 免職 合計

法令に違反した場合（地公法第 29 条第 1 項第 1 号） － － － － －

職務上の義務に違反し又は職務を怠った場合
（地公法第 29 条第 1 項第 2 号）

－ － － － －

全体の奉仕者たるにふさわしくない非行のあった
場合（地公法第 29 条第 1 項第 3 号）

－ － － － －

合　　計 － － － － －

(1) 職員（課長級以上）の再就職の状況
　令和 7 年４月１日における離職後２年間に再就職した元職員（単位：人）　

区　分
営利企業 営利企業以外の法人

再就職者
合計令和 5 年度

退職者
令和 6 年度

退職者 小計 令和 5 年度
退職者

令和 6 年度
退職者 小計

課長級以上 － － － － － － －
※国又は地方公共団体に再就職した元職員（再任用を含む。）を除く。

4 .職員の勤務時間その他の勤務条件の状況

津和野町人事行政の運営等の状況について

(1) 勤務時間

区分 勤務時間
勤務を要する曜日 毎週月曜日から金曜日までの週 5 日間（国民の祝日及び 12 月 29 日から 1 月 3 日を除く）

1 日当たりの勤務時間 午前 8 時 30 分から午後 5 時 15 分まで休憩時間を除く、実質 7 時間 45 分勤務

1 週間当たりの勤務時間 38 時間 45 分勤務（7 時間 45 分× 5 日間）

年間総勤務時間 2,015 時間勤務（38 時間 45 分× 52 週間）
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略字表記について

各料金・税金は納付期限までに
納付しないと、20 日以内に督
促状を発送します。
その後の納付には 100 円の手
数料が別途必要となります。

■行政相談
総務財政課･････････☎ 74-0028
■交通事故相談　島根県交通

事故相談所･ ☎ 0852-22-5102
■無料人権相談
税務住民課･････････☎ 74-0059
■健康相談 , 育児相談 , 乳児・

幼児健診 , ケアサロン , 手
話生活相談 , 心の相談

健康福祉課･････････☎ 72-0657
　　　　　･････････☎ 72-0673
■心配ごと相談（各地区含む）,

無料法律相談
　　　　　　　社会福祉協議会

津和野支所･･･････☎ 72-1494
■明るい生活相談
社会福祉協議会本所･☎ 74-1617
■パソコン教室 , フラダンス
日原中央公民館･････☎ 74-0302
■水彩画教室
津和野町民センター･☎ 72-2070
■キラキラ体操教室 , 元気

アップ教室 , フォロー教室
地域包括支援センター☎ 72-0683
■断酒会　断酒会鹿足支部
	 ☎ 090-9061-8012
■囲碁クラブ , 太極拳教室
滝元枕瀬公民館･････☎ 74-0680
■津和野夜神楽
津和野町観光協会･･･☎ 72-1771

※１ 地域運動推進員サロン活
動・研修会

※２ ひまわりクラブ
※３ 家庭のあり方を見つめなお

し、家族でふれあう時間を作
るために設けられた日

主な行事のお問合せ先

町税等の支払いは口座振町税等の支払いは口座振
替が便利でおススメです替が便利でおススメです

国民健康保険税…第 10期国民健康保険税…第 10期
後期高齢者医療保険料後期高齢者医療保険料
・・・・・・・・・・・・・・第 10 期第 10 期
介護保険料介護保険料・・・・第 10 期第 10 期

金 -Friday-木 -Thursday-水 -Wednesday- 土 -Saturday-

納期限２月２日

火 -Tuesday-月 -Monday-日 -Sunday-

日原中央公民館中央
町セ 津和野町民センター
福セ 津和野町福祉センター

やま 保健福祉センターやまびこ日原公民館日公 津和野温泉なごみの里
シルクウェイにちはら

なごみ
シルク

11

◎フッ素塗布
（幼花園 /9:30~9:40）

◎つわのオレンジカフェほっと
（畑迫ほたるの宿 /10:00~12:00）

◎幼児健診
（プラサ枕瀬 / 午後）

20

13

65

12

19

272625

18

11

4

◎フッ素塗布
（畑迫保育園 /9:30~9:40）
（木部さとやま保育園 /10:30~10:40）

◎こころの相談 

（まちせ /13:00~16:00）
◎３B 体操
（まちせ /13:30~）

◎小川はつらつクラブ※１

（小川公民館 /14:00~15:30)

◎しまね家庭の日※ 3

◎青原百歳体操※１

（青原公民館 /10:00~11:00)
◎パソコン教室

 （日原公 /10:00~12:00）
◎育児・栄養相談

 （日原子育て支援センター /10:00~12:00）
◎いきいき百歳体操※ 2

（まちせ /13:00~）
◎音読会

 （津和野図書館 /14:00~15:00）

◎３B 体操
（まちせ /13:30~）

◎消防出初式
 （日原小学校体育館 /10:00~）

◎第 195 回輪読鷗外
（森鷗外記念館 /10:00~11:00）

◎名賀のぞみクラブ※１

（名賀地域ｾﾝﾀｰ /10:00~11:30）
◎いきいき百歳体操※ 2

（まちせ /13:00~）
◎音読会
（津和野図書館 /14:00~）

◎青原百歳体操※１

（青原公民館 /10:00~11:00)
◎なかよし体操中座※１

（中座会館 /10:00~11:30）
◎パソコン教室

 （日原公 /10:00~12:00）
◎いきいき百歳体操※ 2

（まちせ /13:00~）

◎フッ素塗布
（日原保育園 /9:30~9:40）

◎畑迫 HBG 体操クラブ※１

（畑迫公民館 /10:00~11:30)
◎つわのオレンジカフェほっと
（社協津和野 /10:00~12:00）

◎いきいき百歳体操※ 2 

（まちせ /13:00~）
◎青原百歳体操※１

（青原公民館 /13:30~15:00)

年末年始のお休み

◇ 12/27 ～ 1/4　　　　　◇ 12/29 ～ 1/3　　　　　　◇ 12/30 ～ 1/1
・津和野町役場　　　　　   ・日原図書館　　　　　　　  ・日原天文台
　　　　　　　　　　　　  ・津和野図書館　　　　　　  ・星と森の科学館
◇ 12/29 ～ 31　　　　　   ・郷土館
・森鷗外記念館　　　　　   ・養老館　　　　　　　　　 ◇ 1/1
・安野光雅美術館　　　　   ・旧堀氏庭園　　　　　　　  ・津和野町斎場「しらさぎ会館」
　　　　　　　　　　　　  ・旧畑迫病院
◇ 12/29 ～ 1/1　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ◇ 1/1 ～ 1/3
・桑原史成写真美術館　　　　　　　　　　　　　　　    ・日本遺産センター

24232221

28 3029

17161514

7 8 9

31

10

321

◎明るい生活相談・行政相談
（やまび /10:00~12:00）

◎いきいき百歳体操※ 2

（まちせ /13:00~）
◎囲碁クラブ
（プラサ枕瀬 /13:00~17:00）

◎無料法律相談
（やまび /13:30~16:00）

◎かけ橋の会
（やまび /14:00~16:00）

◎水彩画教室
（まちせ /19:00~）

◎断酒会
 （プラサ枕瀬 /19:00~21:00）

◎開館 30 周年記念鷗外生誕記念
講演会

（森鷗外記念館 /13:30~15:00）
◎津和野夜神楽公演
 　（予約不要 / 大人 500 円・小学

生以下無料）
（まちせ /20:00~）

◎元気会※１

（やまび /10:00~11:30）
◎心配ごと相談・行政相談・
　人権相談
（ふくせ /10:00~12:00）

◎いきいき百歳体操※ 2

（まちせ /13:00~）
◎史談会
（まちせ /13:30~）

◎リハビリ来い、鯉クラブ※１

（まちせ /10:00~11:30）
◎津和野地区ゴムバンド教室
（まちせ /10:00~11:30）

◎つわのオレンジカフェほっと
（やまび /10:00~12:00）

　　  ◎にこにこ会※１

　　（プラサ枕瀬 /10:00~11:30）
◎しまね西部若者ｻﾎﾟｰﾄｽﾃｰｼｮﾝ出

張相談会
（やまび /11:00~12:00）
（まちせ /13:30~15:00）

◎すみれ会※１

 （小瀬会館 /13:30~15:00）
◎手話生活相談
（役場本庁舎 /13:30~16:00）

◎遺言・相続・後見相談
（やまび /13:30~16:00）

◎断酒会（まちせ /19:00~21:00）

◎フラダンス教室
 （プラサ枕瀬 /13:30~14:30）

◎さくら会※１

 （須川公民館 /10:00~11:30）
◎乳児健診
（プラサ枕瀬 / 午後）

なごみ

◎二十歳を祝う会
 （日原小学校体育館 / 式典 11:00~）

◎ SL 津和野稲成号運行日
 （津和野着 13:07/ 津和野発 16:12)

◎ SL 津和野稲成号おもてなし公演
 （津和野太鼓 13:00 頃）

◎ SL 津和野稲成号運行日
 （津和野着 13:07/ 津和野発 16:12)

◎フッ素塗布
（直地保育園 /9:30~9:40）

◎ぴょんぴょん教室
 （日原子育て支援センター /10:00~12:00）

◎ワーク WORK 相談
 （障害者福祉センター /13:30~）

◎手話生活相談
（役場本庁舎 /13:30~16:00）

◎水彩画教室
（まちせ /19:00~）

◎特定健診
（小川公民館 / 午前）
（左鐙公民館 / 午後）

◎明るい生活相談・人権相談
（やまび /10:00~12:00）

◎いきいき百歳体操※ 2

（まちせ /13:00~）
◎囲碁クラブ
（プラサ枕瀬 /13:00~17:00）

◎フラダンス教室
 （プラサ枕瀬 /13:30~14:30）

◎日原図書館・津和野図書館
　休館日 
◎離乳食教室
（ 日 原 子 育 て 支 援 セ ン タ ー

/9:30~13:00）
◎心配ごと相談・行政相談
（ふくせ /10:00~12:00）

◎いきいき百歳体操※ 2

（まちせ /13:00~）

◎西周生誕記念講演会
（森鷗外記念館 /13:30~15:00）

元旦

成人の日

やま

やま

福セ

福セ

福セ

なごみなごみ

町セ

町セ

町セ

町セ
町セ

町セ

町セ

町セ

町セ

町セ

町セ

やま

やま

やま

やま

やま

やま
町セ

町セ 町セ

町セ

町セ

日公

町セ

町セ

町セ

日公
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(2) 再任用等の状況
　・定年前再任用短時間勤務職員制度　
　　定年前再任用短時間勤務職員とは、60歳に達した職員を、定年退職日まで短時間勤務職員として
　　再任用することができる制度　
　・暫定再任用制度　
　　暫定再任用は、定年が 65歳となるまでの間、引き上げ期間中の定年年齢から 65歳年度末までの
　　期間、定年退職した職員を再任用職員（フルタイム又は短時間勤務）として採用することができる制度

職種 定年前再任用職員数 暫定再任用（短時間勤務）職員数
一般行政職 1 人（1 人） 2 人（3 人）

技能労務職 0 人（1 人） 1 人（0 人）

計 1 人（2 人） ３人（3 人）

9 .職員の研修の状況

10 .職員の福祉及び利益の保護の状況

※令和 7年４月１日現在。なお、（　）内は、令和 6年４月１日の状況です。

(1) 職員研修の状況（令和 6年度）

研 修 区 分 受講者数 研修内容等

派 遣 研 修 66 人
階層別研修及び選択研修（自治研修所）、市町村職員研修（市町村総合事務組合）、
政策・実務研修 （全国市町村国際文化研修所）、人権・同和問題研修等

庁 内 研 修 408 人 新規採用職員オリエンテーション、人権・同和問題研修、不当要求防止責任者講習等

合 　 計 474 人

（1）安全衛生管理体制

区 分

総 括 安 全
衛生管理者 安全管理者 衛生管理者 安 全 衛 生

推 進 者 等 産 業 医 安 全 衛 生 委 員 会

選任
事業所数

選任
事業所数

選任
事業所数

選任
事業所数

選任
事業所数

選任
事業所数 委員数

選任状況 － － 1 － 1 1 9

（2）職員のための福利厚生活事業（令和 6年度）

事業名 事業の概要・目的 決算額（千円）

労働安全衛生事務
職員が職場で安全で健康に働けるようにするため、
安全衛生委員会の開催や産業医の設置等を行う。

738 千円

健康診断事業
職員に対して、健康診断及び生活習慣病対策として
の各種健康診断を実施する。

2,727 千円

互助会負担金
島根県市町村職員共済組合の互助会に加入し、災害見舞金
やインフルエンザ予防接種の助成金等の給付を実施する。

1,144 千円

福利厚生費 職員が各種福利厚生事業を行うのに対し、補助金を交付する。 1,350 千円

合　計 5,959 千円

（3）職員の健康診断の状況（令和 6年度）

健康診断の種類 受診者数（延べ人数）

人間ドッグ 70 人

定期健康診断 195 人

11 .職員の競争試験及び選考の状況（令和６年度）

10 .職員の福祉及び利益の保護の状況

（1）試験実施概要

募集区分 職種 受験資格
試験内容

第 1次試験 第 2次試験

1 次募集
【試験日程】
[受付期間 ]
令和 6 年
7 月 23 日～ 8 月 15 日
[ 第１次試験 ]
令和 6 年９月 22 日
[ 第２次試験 ]
令和 6 年 11 月 3 日

一般事務 ・平成元年 4 月 2 日から平成 19 年 4 月 1 日までに生まれた人

教養試験
事務適正検査
性格特性検査

一般常識試験
論文試験
面接試験

一般事務
[障害者対象 ]

次の要件をすべて満たす人
・平成元年 4 月 2 日から平成 19 年 4 月 1 日までに生まれた人
・身体障がい者手帳、精神障がい者保健福祉手帳または療育手帳の交付を受け

ている人
・活字印刷による出題及び口頭による面接試験に対応できる人
・介助なしに通常の業務時間（１日７時間 45 分、１週５日）に対応で

きる人

土　　木 ・昭和 60 年 4 月 2 日から平成 19 年 4 月 1 日までに生まれた人
教養試験

事務適正検査
性格特性検査

専門試験

社会福祉士 ・昭和 60 年 4 月 2 日以降に生まれた人で、社会福祉士免許を有する人
教養試験

事務適正検査
性格特性検査

精神保健福祉士 ・昭和 60 年 4 月 2 日以降に生まれた人で、精神保健福祉士資格を有する人

助産師 ・昭和 60 年 4 月 2 日以降に生まれた人で、助産師資格を有する人

2 次募集
【試験日程】
[受付期間 ]
令和 6 年
11 月 22 日～ 12 月 20 日
[ 第１次試験 ]
令和 7 年１月 19 日
[ 第２次試験 ]
令和 7 年２月 16 日

一般事務

１次募集と同一

一般事務
[障がい者対象 ]

土　　木

社会福祉士

（2）試験実施結果
募集区分 職種 採用予定人数 申込者数 受験者数 第1次試験合格者数 第 2次試験合格者数 採用者数

1次募集

一般事務 若干名 6 人 5 人 ３人 ２人 1 人
一般事務 [障がい者対象 ] 若干名 － － － － －

土　　木 1 名 ２人 ２人 ２人 ２人 －
社会福祉士 １名 － － － － －
精神保健福祉士 1 名 － － － － －
助産師 1 名 － － － － －

2 次募集

一般事務 若干名 8 人 7 人 4 人 1 人 1 人
一般事務 [障がい者対象 ] 若干名 １人 １人 １人 － －

土　　木 1 名 － － － － －
社会福祉士 1 名 － － － － －

　令和６年度中において公平委員会からの勧告はありませんでした。

12 .勤務条件に関する措置の要求の状況

　令和６年度中において公平委員会からの是正の指示はありませんでした。

13 .不利益処分に関する審査請求の状況

※資格職については、受験資格に令和 7年 3月末までに資格を取得する見込みのある人を含む。

津和野町人事行政の運営等の状況について
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広報つわの 2025 年 12 月 23 日発行

男女共同参画社会とは 公的年金等の源泉徴収票が発送されます

住民基本台帳閲覧状況の公表について

つわの暮らし推進課☎ 74-0092 健康福祉課☎ 72-0651

税務住民課☎ 74-0059

男
女
共
同
参
画
社
会
と
は
、

「
男
女
が
対
等
な
構
成
員
と
し

て
、
自
ら
の
意
思
に
よ
っ
て
社

会
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
お
け
る

活
動
に
参
画
す
る
機
会
が
確
保

さ
れ
、
も
っ
て
男
女
が
均
等
に

政
治
的
、
社
会
的
及
び
文
化
的

利
益
を
享
受
す
る
こ
と
が
で

き
、
か
つ
、
共
に
責
任
を
担
う

べ
き
社
会
」
の
こ
と
で
す
。

津
和
野
町
で
も
、
性
別
に
関

わ
ら
ず
、
全
て
の
人
が
社
会
の

あ
ら
ゆ
る
分
野
で
、
そ
れ
ぞ
れ

の
個
性
と
能
力
を
発
揮
で
き
る

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
を

目
指
し
、
平
成
31
年
度
に
第
２

次
津
和
野
町
男
女
共
同
参
画
計

画
を
策
定
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
基

本
目
標
に
つ
い
て
計
画
的
に
事

業
を
実
施
す
る
た
め
に
、
26
の

目
標
値
を
設
定
し
て
い
ま
す
。

令
和
6
年
度
の
進
捗
状
況
は
以

下
の
と
お
り
で
す
。
目
標
値
を

達
成
し
た
項
目
に
つ
い
て
は
、

計
画
の
見
直
し
を
行
い
、
更
に

目
標
を
高
く
設
定
も
し
く
は
引

き
続
き
維
持
す
る
こ
と
と
し
、

達
成
で
き
な
か
っ
た
項
目
に
つ

い
て
は
目
標
を
達
成
で
き
る
よ

う
、
取
り
組
み
を
行
う
こ
と
と

し
ま
す
。

令
和
7
年
中
に
厚
生
年
金
保

険
、
国
民
年
金
等
の
老
齢
ま
た

は
退
職
を
支
給
事
由
と
す
る
年

金
を
受
け
と
ら
れ
た
皆
さ
ん

に
、
令
和
7
年
分
と
し
て
支
払

わ
れ
た
年
金
の
金
額
や
源
泉
徴

収
さ
れ
た
所
得
税
額
等
を
お
知

ら
せ
す
る
『
令
和
7
年
分
公
的

年
金
等
の
源
泉
徴
収
票
』
を
日

本
年
金
機
構
か
ら
お
送
り
し
ま

す
。

発
送
時
期

　

令
和
8
年
1
月
中
旬
か
ら
下

旬
に
か
け
て
順
次
発
送
さ
れ

る
予
定
で
す
。

源
泉
徴
収
票
を
紛
失
し
た
場
合

　

次
の
方
法
に
よ
り
、
再
交
付

申
請
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま

す
。

①
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト

　
「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
の
画

面
上
か
ら
再
交
付
申
請
を
行

う
こ
と
が
で
き
ま
す
（
発
送

ま
で
に
１
週
間
程
度
か
か
り

ま
す
）。
な
お
、
ID
を
お
持

ち
で
な
い
場
合
は
「
ね
ん
き

ん
ネ
ッ
ト
」
へ
の
登
録
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

②
電
話

　

ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
も
し
く

は
年
金
事
務
所
か
ら
再
交
付

　

「
市
町
村
長
は
、
毎
年
少
な

く
と
も
1
回
、
閲
覧
（
犯
罪
捜

査
等
の
た
め
の
請
求
に
係
る
も

の
及
び
営
利
以
外
の
目
的
で
行

う
居
住
関
係
の
確
認
の
う
ち
、

訴
訟
の
提
起
そ
の
他
特
別
の
事

情
に
よ
る
居
住
関
係
の
確
認

と
し
て
実
施
し
た
も
の
を
除

く
。
）
の
状
況
に
つ
い
て
、
公

表
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と

住
民
基
本
台
帳
法
（
昭
和
42
年

法
律
第
81
号
）
に
よ
り
定
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

閲
覧
の
請
求

◯
当
該
請
求
を
し
た
国
又
は
地

方
公
共
団
体
の
機
関
の
名
称

　

自
衛
隊
島
根
地
方
協
力
本
部

◯
請
求
事
由
の
概
要

　

自
衛
官
募
集
に
伴
う
案
内

の
送
付
等
（
根
拠
法
令　

自

衛
隊
法
（
昭
和
29
年
法
律
第

１
６
５
号
）
第
29
条
第
１
項

及
び
第
35
条
）

◯
閲
覧
の
年
月
日

　

令
和
７
年
１
月
14
日

◯
閲
覧
に
係
る
住
民
の
範
囲

　

平
成
19
年
４
月
２
日
か
ら
平

成
20
年
４
月
１
日
ま
で
の
間

に
生
ま
れ
た
日
本
人

申
請
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま

す
（
送
付
ま
で
2
週
間
程
度

か
か
り
ま
す
）。

問
い
合
わ
せ
先

　

ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０
・
05
・
１
１
６
５

③
窓
口

　

浜
田
年
金
事
務
所
に
て
再
交

付
申
請
が
で
き
ま
す
。
ご
本

人
が
来
訪
さ
れ
る
際
は
、
基

礎
年
金
番
号
が
わ
か
る
書
類

（
年
金
証
書
等
）
お
よ
び
本

人
確
認
が
で
き
る
書
類
（
運

転
免
許
証
等
）
を
ご
持
参
く

だ
さ
い
。
代
理
の
方
が
手
続

き
を
さ
れ
る
際
は
、
あ
ら
か

じ
め
年
金
事
務
所
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

浜
田
年
金
事
務
所

☎
０
８
５
５
・
22
・
０
６
７
０

◯
当
該
請
求
を
し
た
国
又
は
地

方
公
共
団
体
の
機
関
の
名
称

　

総
務
省
大
臣
官
房
総
括
審
議

官
（
閲
覧
者 

一
般
社
団
法

人
輿
論
科
学
協
会
）

◯
請
求
事
由
の
概
要

　

総
務
省
が
毎
年
実
施
す
る
通

信
利
用
動
向
調
査
（
統
計
法

に
基
づ
く
一
般
統
計
調
査
）

の
標
本
抽
出
を
行
う
た
め

◯
閲
覧
の
年
月
日

　

令
和
７
年
７
月
18
日

◯
閲
覧
に
係
る
住
民
の
範
囲

　

平
成
17
年
４
月
１
日
以
前

の
生
ま
れ
の
世
帯
主
で
あ
る

１
７
２
世
帯

          男男女女共共同同参参画画社社会会ととはは

1
固定的性別役割分担意識に否定的な人
の割合 - - - 72.7% - 85%

2 社会全体における男女の地位の平等感 - - - 15.0% - 35%

3
男女共同参画に関する学習会又は講演
会開催数

０回 ０回 ０回 ０回 ０回 ２回

4 年間に実施する出前講座の回数 ０回 ０回 ０回 ０回 ０回 ４回

5
男女共同参画社会基本法の概要を知っ
ている町民の割合

- - - 22.0% - 70%

6
男女共同参画講座を開催した公民館の
割合

0% 0% 0% 0% 10% 100%

1 女性委員のいない審議会等の数 10 7 7 9 7 0

2 審議会等における女性委員の割合 24.8% 24.9% 23.8% 22.3% 21.8% 40%

3
町の女性職員の管理職の数（うち、一般
行政職）

１人（１人) 2人（2人） 2人（2人） 2人（2人） 1人（1人）
３人以上

(１人以上)

4
町の男性職員の育児休業取得者の割
合

16.7% 50.0% 33.3% 14.3% 16.7% 85%

1 男性の生活自立講座開催数 2回 2回 6回 5回 5回 11回

2 家族経営協定農家数 14協定 13協定 13協定 13協定 13協定 13協定

3 女性の認定農業者数 1人 1人 1人 1人 1人 １人以上

4 通常保育を実施している施設の割合 100% 100% 100% 100% 100% 100%

5 乳児保育を実施している施設の割合 100% 100% 100% 100% 100% 100%

6 延長保育を実施している施設の割合 100% 100% 100% 100% 100% 100%

7 一時保育を実施している施設の割合 100% 100% 100% 100% 100% 100%

8 子育て支援センターの箇所数 ２箇所 ２箇所 ２箇所 ２箇所 ３箇所 ４箇所

9 放課後児童クラブ数 ５箇所 ５箇所 ５箇所 ５箇所 ５箇所 ５箇所

10 女性の起業家・グループ数 6 9 10 11 13 15

1
授業で人権の視点から男女共同参画の
内容を取り上げた学校の割合

100.0% 83.3% 83.3% 66.6% 83.3% 100%

2
教職員研修で人権課題「女性」を取り上
げた学校の割合

50.0% 50.0% 16.7% 33.3% 16.6% 100%

3
町職員に対する男女共同参画に関する
研修実施回数

０回 ０回 ０回 ０回 ０回 １回

4
配偶者からの暴力の防止及び被害者の
保護に関する法律の概要を知っている
町民の割合

- - - 41.5% - 70%

5 乳がん検診の受診率 16.4% 14.1% 14.9% 14.9% 16.7% 25%

6 子宮がん検診の受診率 12.3% 9.7% 10.7% 11.6% 11.7% 25%

Ｒ５項　　　目 Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ６

　男女共同参画社会とは、「男女が対等な構成員として、自らの意思によって社会のあらゆる分野における
活動に参画する機会が確保され、もって男女が均等に政治的、社会的及び文化的利益を享受することがで
き、かつ、共に責任を担うべき社会」のことです。
　津和野町でも、性別に関わらず、全ての人が社会のあらゆる分野で、それぞれの個性と能力を発揮できる
男女共同参画社会の実現を目指し、平成31年度に第２次津和野町男女共同参画計画を策定し、それぞれ
の基本目標について計画的に事業を実施するために、26の目標値を設定しています。令和6年度の進捗状
況は以下のとおりです。目標値を達成した項目については、計画の見直しを行い、更に目標を高く設定もし
くは引き続き維持することとし、達成できなかった項目については目標を達成できるよう、取り組みを行うこと
とします。

No.基本目標
Ｒ10年度
目標値

男
女
共
同
参
画
社
会
作
り
に
向

け
た
社
会
制
度
・
慣
行
の
見
直

し
と
意
識
の
改
革

政
策
・
方
針
決
定

過
程
へ
の
男
女
共

同
参
画
の
推
進

家
庭
・
職
場
・
地
域
に
お
け
る
男
女

共
同
参
画
の
推
進

個
人
の
尊
厳
の
確
立
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津
和
野
百
景
図
　
第
五
十
九
図

陶
ヶ
嶽

「
陶
ヶ
岳
は
津
和
野
市
街
外

大
蔭
山
の
峰
五
本
松
の
峰
続
な

り
　
昔
時
三
本
松
城
主
吉
見
正

頼
陶
晴
賢
と
讎
す
　
晴
賢
此
峰

に
陣
す
故
に
名
づ
く
　
今
鷲
原

八
幡
宮
に
あ
る
鐘
は
晴
賢
が
此

の
処
に
残
し
置
き
た
る
も
の
な

り
と
い
ふ
」

陶す
え
が
た
け

ヶ
嶽
は
、
天
文
23
年

（
１
５
５
４
）
４
月
、
陶す

え
は
る
か
た

晴
賢
が

三
本
松
城
を
攻
囲
し
た
時
に
本
陣

を
置
い
た
た
め
そ
の
名
が
つ
き
ま

し
た
。
迎
え
撃
つ
吉
見
正
頼
は
、

苦
し
い
戦
い
を
強
い
ら
れ
ま
し
た

が
、
１
０
４
日
間
の
籠
城
戦
を
耐

え
抜
き
ま
し
た
。
細
か
な
逸
話
は

省
き
ま
す
が
、
籠
城
戦
の
最
中
、

安
芸
の
毛
利
元
就
が
き
な
臭
い
動

き
を
見
せ
て
き
た
た
め
、晴
賢
は
、

吉
見
正
頼
の
息
子
を
人
質
に
取
る

こ
と
で
和
睦
し
、
撤
収
し
て
周
防

に
戻
り
ま
し
た
。
こ
の
翌
年
に
毛

利
元
就
が
中
国
制
覇
の
き
っ
か
け

と
な
っ
た「
厳
島
の
合
戦
」で
す
。

歴
史
が
動
い
て
い
ま
す
ね
。

そ
ん
な
陶
ヶ
嶽
は
絵
で
は
、

緑
の
山
。「
格
斎
さ
ん
、
こ
れ
は

手
抜
き
じ
ゃ
…
」
と
い
う
言
葉

を
飲
み
込
ん
で
よ
く
よ
く
見
る

と
、
馬
を
引
い
た
人
の
他
に
、

向
か
っ
て
右
側
に
小
さ
く
人
影

が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
陶
ヶ
嶽

は
里
山
と
し
て
、
手
入
れ
が
い

き
届
い
た
山
だ
っ
た
の
で
し
ょ

う
。
大
正
10
年
（
１
９
２
２
）

に
開
通
し
た
鉄
道
工
事
の
時
に
、

山
の
麓
か
ら
陶
晴
賢
が
使
っ

て
い
た
茶
釜
が
発
掘
さ
れ
ま
し

た
。
茶
会
を
開
く
余
裕
の
あ
る

陶
方
の
戦
い
ぶ
り
を
彷
彿
と
さ

せ
ま
す
が
、
大
事
な
茶
器
を
置

い
て
い
く
ほ
ど
、
慌
て
て
撤
収

し
た
様
子
も
見
て
取
れ
ま
す
。

こ
の
茶
釜
は
津
和
野
町
郷
土
館

で
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

百景図よもやまばなし　百景図よもやまばなし　

第59図第 59図
日本遺産センター☎ 72-1901日本遺産センター☎ 72-1901

100 枚の絵図にまつわる100 枚の絵図にまつわる
ストーリーを紹介します。ストーリーを紹介します。

陶ヶ嶽

日
本
遺
産
第
１
期
認
定
（
平
成

日
本
遺
産
第
１
期
認
定
（
平
成
2727
年
４
月

年
４
月
2424
日
）
日
）

「
津
和
野
今
昔
～
百
景
図
を
歩
く
～
」

「
津
和
野
今
昔
～
百
景
図
を
歩
く
～
」

＊郷土の資料・おすすめの本は、＊郷土の資料・おすすめの本は、

『新！掃除の解剖図鑑』『新！掃除の解剖図鑑』

著者：NPO法人著者：NPO法人

　　　日本ハウスクリーニング協会　　　日本ハウスクリーニング協会

出版社：エクスナレッジ出版社：エクスナレッジ

発行年：2022年発行年：2022年

『郷土の画家　伊藤素軒』『郷土の画家　伊藤素軒』

著者：大庭 良美著者：大庭 良美

出版：日原町教育委員会出版：日原町教育委員会

発行年：1998年発行年：1998年

　明治９年、日原の旧家泉屋の三男として生まれた郷　明治９年、日原の旧家泉屋の三男として生まれた郷
土の画家、伊藤素軒の生涯と業績を知るうえでとても土の画家、伊藤素軒の生涯と業績を知るうえでとても
貴重な資料です。森鷗外が大正３年素軒の著「ミレエ貴重な資料です。森鷗外が大正３年素軒の著「ミレエ
伝」に書いた序文や鷗外が素軒に送った手紙、素軒の伝」に書いた序文や鷗外が素軒に送った手紙、素軒の
作品も掲載されています。作品も掲載されています。

　　“掃除のプロを育てるプロ”が論理的に効果的なやり“掃除のプロを育てるプロ”が論理的に効果的なやり
方を紹介。おうちの汚れを水汚れ・アンモニア、皮方を紹介。おうちの汚れを水汚れ・アンモニア、皮
脂・油汚れ、カビ類と３つのタイプに正しく把握し、脂・油汚れ、カビ類と３つのタイプに正しく把握し、
酸素系漂白剤・重曹・クエン酸を適材適所に使うこと酸素系漂白剤・重曹・クエン酸を適材適所に使うこと
でかしこく汚れを落とす本です。やさしい文章で掃除でかしこく汚れを落とす本です。やさしい文章で掃除
のハードルが低くなりやる気が出ます。のハードルが低くなりやる気が出ます。

郷土の資料郷土の資料 おすすめの本おすすめの本

　津和野図書館、日原図書館で貸出可能です。　津和野図書館、日原図書館で貸出可能です。

Tsuwano T-space　ニュースライン
東京で津和野を PR！津和野町東京事務所ではこんな活動をしています！

【お問合せ先】津和野町東京事務所（T-space）　☎ 03-5615-8358
　　　　 　　http://tsuwano-tokyo.net/

TV番組「生たまごJOY!」で津和野町東京事務所が放送されました！TV番組「生たまごJOY!」で津和野町東京事務所が放送されました！

平成 29 年 3 月に形成さ
れた山口県央連携都市圏
域。ここでは圏域のイベ
ント情報を紹介します。
　 日時　　場所　　料金　　問合先

みんなの「伝えたい」をハガキサイズ
で表現した「言葉」「絵画」「写真」な
どすべての応募作品を展示しています。
　１月 11 日 （日）～２月８日（日）
　10 時～ 17 時
　秋吉台国際芸術村　ギャラリー
　秋吉台国際芸術村☎ 0837-63-0020

近年寄贈された資料のうち、明治時代
に活躍した、萩ゆかりの人物の書をは
じめとする資料に焦点をあて初公開し
ます。
　１月 31 日 （土） まで　９時～ 17 時
　萩博物館　企画展示室

　大人 520 円、大学・高校生 310 円、
　中・小学生 100 円
　萩博物館☎ 0838-25-6447

山口県内の名産品の販売や屋台グルメ
など約 30 店舗が出店します。
　１月 10 日 （土）～１月 12 日（月・祝） 
　10 時～ 18 時 （最終日は 17 時）
　おのだサンパーク西館１階サンフェ
　スタ広場ほか
　シティセールス課 （山陽小野田市名産
　品推進協議会）☎ 0836-82-1313

今年で４回目を迎える博物館を幻想的
にライトアップします。１月からは、
お正月バージョンのショーやイベント
で盛り上げます！毎日生演奏も！
　１月 12 日 （月・祝）まで
　18 時～ 21 時 30 分
　世界を旅する植物館
　当日券 500 円、 共通セット券 1,300 円
　ときわミュージアム☎ 0836-37-2888

第４週の日曜日の朝に、山口市 21 地

区の特産品が集まる市を開催します。
　１月 25 日 （日）９時～ 12 時
　湯田温泉こんこんパーク
　湯田温泉パーク整備推進室
　☎ 083-934-2615

第１部はピアニスト田村響によるチャ
イコフスキーのピアノ協奏曲を、第２
部はビゼーのオペラ「カルメン」を抜
粋でお届けします。
　１月 12 日 （月・祝） 
　14 時開演、16 時終了予定
　自由席 一般 3,000 円、高校生以下
　1,000 円※未就学児入場不可
　三友サルビアホール　大ホール
　防府市地域交流センター　アスピラート
　☎ 0835-26-5151

圏域での圏域での
その他イベント情報その他イベント情報

　 美祢市　　ボスコン ?! 2026 展覧会

 萩市　冬季新収蔵品展「明治時代の人と書」

   山陽小野田市　第３４回おのだ名産品フェア

　宇部市　TOKIWA ナイトミュージアム　宇部市　TOKIWA ナイトミュージアム

　　　　　　第 25 回防府音楽祭
　　　　　　「ファイナルコンサート」

　　山口市　　4321 （よんさんにーいち）

萩市 

防府市 

　11 月 19 日（水）、11 月 26 日（水）２週にわたり、BSS 山陰放送の島根＆鳥取のロー
カル情報番組「生たまご JOY!」にて、津和野町東京事務所が放送されました！
　この番組は錦織良成監督が
コメンテーターとなり、山陰
地方（島根県・鳥取県）の旬
な情報や話題を楽しく伝える
もので、今回は島根県と東京
のつながりをテーマとして、
当事務所が取材を受けること
になり、錦織監督が事務所を
訪れ、事務所担当者のインタ
ビュー形式で進められました。
　番組では森鷗外を縁とした文京区とのつながりや、子ども宅食などの交流事業、
千姫と津和野の坂崎家の関係など、幅広く紹介されました。当事務所でのインタ
ビューの後は、文京区立森鷗外記念館で取材が行われるなど、深く掘り下げた内容
となりました。放送を見た方から反響が寄せられるなど、津和野と文京区のつなが
りを多くの方に知っていただく良い機会となりました。

町からのお知らせ
広報つわの 2025 年 12 月 23 日発行

山口県央連携都市圏域
の情報についてウェブ
サイトで発信中 !!
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ここでは、津和野高校の“今”をお届けします！ここでは、津和野高校の“今”をお届けします！

ツコウの情報を『津和野高校ホーツコウの情報を『津和野高校ホー
　ムページ』にて発信しております　ムページ』にて発信しております

→http://tsuwano.ed.jp/→http://tsuwano.ed.jp/
2年生がインターンシップを実施しました2年生がインターンシップを実施しました

10月28日（火）～30日（木）に、総合コースの２年生がインターンシップを実施しました。町内外の10月28日（火）～30日（木）に、総合コースの２年生がインターンシップを実施しました。町内外の
多くの方にご協力いただき、生徒それぞれが自分の興味のある職業分野の体験をし、今後の進路選択に向け多くの方にご協力いただき、生徒それぞれが自分の興味のある職業分野の体験をし、今後の進路選択に向け
て有意義な３日間を過ごすことができました。て有意義な３日間を過ごすことができました。
【生徒の感想】【生徒の感想】
・様々な作業をさせていただく中で、商品の整理整頓など基本的な作業はとても大切であることを学びました。・様々な作業をさせていただく中で、商品の整理整頓など基本的な作業はとても大切であることを学びました。
・お店の方々が掃除や挨拶でお客さんに喜んでもらえるよう努力している姿が印象的でした。これを機に、自分・お店の方々が掃除や挨拶でお客さんに喜んでもらえるよう努力している姿が印象的でした。これを機に、自分
　も学校の掃除を頑張って、みんなに喜んでもらいたいと思いました。　も学校の掃除を頑張って、みんなに喜んでもらいたいと思いました。
・普段できないようなことを体験させていただき、技術や仕組みを学ぶことができました。今後に活かせること・普段できないようなことを体験させていただき、技術や仕組みを学ぶことができました。今後に活かせること

　　をたくさん学べて、とても良い時間が過ごせました。　　をたくさん学べて、とても良い時間が過ごせました。

数学×情報のコラボ授業を実施しました数学×情報のコラボ授業を実施しました
11月14日（金）、数学と情報の教科横断型授業（コラボ授業）を実施しました。11月14日（金）、数学と情報の教科横断型授業（コラボ授業）を実施しました。
授業では、正方形の厚紙の四隅から、同じ大きさの正方形を切り取って箱をつくるとき、その体積が最大授業では、正方形の厚紙の四隅から、同じ大きさの正方形を切り取って箱をつくるとき、その体積が最大

になるのはどのサイズの正方形を切り取る解き方を考えました。実際に作成した箱の中にビーズをいれて重になるのはどのサイズの正方形を切り取る解き方を考えました。実際に作成した箱の中にビーズをいれて重
さ（体積）を確認したり、正方形の１辺の長さを１mm単位で変化させたときの体積を自分達で作成したプさ（体積）を確認したり、正方形の１辺の長さを１mm単位で変化させたときの体積を自分達で作成したプ
ログラムを使って計測したりしました。ログラムを使って計測したりしました。

最後に、微分法（数学的知識）を用いて、問題を解決する方法を確認しました。この授業では生徒が活動最後に、微分法（数学的知識）を用いて、問題を解決する方法を確認しました。この授業では生徒が活動
する場面が多く、グループ内で考えを深め、生徒どうしが協働的に学んでいました。する場面が多く、グループ内で考えを深め、生徒どうしが協働的に学んでいました。
【生徒の感想】【生徒の感想】
・わからないこともあったが、協力して取り組んで楽しいと思いながら問題を解くことができた。・わからないこともあったが、協力して取り組んで楽しいと思いながら問題を解くことができた。
・チームで協力して問題を解くのは良い学びになった。・チームで協力して問題を解くのは良い学びになった。
・面白いことをやりながら、勉強になることがたくさんできたのでとても楽しかった。・面白いことをやりながら、勉強になることがたくさんできたのでとても楽しかった。
・普段出来ないようなことをすることができたのでとてもよかった。・普段出来ないようなことをすることができたのでとてもよかった。
・お互いに教え合いながら取り組むことができ、どちらにもいい刺激になり良かった。・お互いに教え合いながら取り組むことができ、どちらにもいい刺激になり良かった。
・頭で考えるだけでなく、実際に模型を作ってみるなど、手も動かしながら考えることができて、考える対象が・頭で考えるだけでなく、実際に模型を作ってみるなど、手も動かしながら考えることができて、考える対象が
　具体的になり考えやすかった。　具体的になり考えやすかった。
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法
書
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会
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日
除
く
）

「
司
法
書
士
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相
談
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タ
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」
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～
15
時
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時
～
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時
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接
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）
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・
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・
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～
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司
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林
野
火
災
警
報
と
注
意
報
に
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目
！

こ
の
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、
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災
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れ
、
令
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8
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１
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1
日
よ
り
施
行

さ
れ
ま
す
。
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点
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し
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災
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火
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報
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野
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。
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。
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】
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・
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２
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に
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に
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【
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内
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・
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て
は
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（
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２
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。
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○
○
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付
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後
、15
時
～
18
時（
受
付
17
時
30
分
ま
で
）

　
日
曜
・
祭
日
と
木
・
土
曜
の
午
後
は
休
診
で
す
。

　

但
し
、
物
理
療
法
は
8
時
30
分
と
14
時

か
ら
行
っ
て
い
ま
す
。

【
ペ
イ
ン
ク
リ
ニ
ッ
ク
】

毎
週
木
曜
９
時
～
12
時
30
分

※
ペ
イ
ン
ク
リ
ニ
ッ
ク
は
12
月
を
も
っ
て

終
了
し
、通
常
診
療
の
み
と
な
り
ま
す
。

◆
和
﨑
医
院
☎
72
・
０
０
２
５

月
火
水
木
金
土

午
前

○
○
○
×
○
○

午
後

○
○
○
×
○
△

午
前
は
9
時
～
12
時
30
分（
受
付
12
時
ま
で
）

午
後
は
15
時
～
18
時
30
分（
受
付
18
時
ま
で
）

△
土
曜
は
14
時
～
17
時（
受
付
16
時
30
分
ま
で
）

木
曜
・
日
曜
・
祝
祭
日
は
休
診
で
す
。

※
片
頭
痛
治
療

　
発
作
予
防
の
注
射
薬
は
当
院
で
投
与
可
能
で
す
。

※
骨
粗
鬆
症
診
療

　

最
新
の
X
線
骨
密
度
測
定
装
置
で
、
腰
椎
・

大
腿
骨
の
骨
密
度
測
定
を
行
っ
て
い
ま
す
。

※
学
会
認
定
専
門
医
に
よ
る
内
科
疾
患
の

診
療
・
相
談

※
学
会
認
定
専
門
医
に
よ
る
胃
カ
メ
ラ
、
大

腸
カ
メ
ラ
、
日
帰
り
大
腸
ポ
リ
ー
プ
切
除

※
増
加
傾
向
に
あ
る
脂
肪
性
肝
疾
患
に
対

す
る
学
会
専
門
医
に
よ
る
診
療

　

日
本
内
科
学
会
認
定
総
合
内
科
専
門
医

　

日
本
消
化
器
病
学
会
認
定
専
門
医

　

日
本
消
化
器
内
視
鏡
学
会
認
定
専
門
医

　

日
本
肝
臓
学
会
認
定
専
門
医

※
帯
状
疱
疹
の
予
防
接
種
を
受
付
中

※
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
受
付
中

※
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
を
受
付
中

　
　

す
。
お
気
軽
に
放
送
大
学
島
根
学
習

　
　

セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
請
求
く
だ
さ
い
。

　
　

放
送
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
受
け

　
　

付
け
て
お
り
ま
す
。

　

●
出
願
期
間
は
、
第
１
回
が
２
月
27
日

　
　

ま
で
、
第
２
回
が
３
月
16
日
ま
で
。

　
【
入
学
説
明
会
・
相
談
会
（
益
田
会
場
】

　
　

２
月
１
日
（
日
）
10
時
～

　
　

２
月
12
日
（
木
）
14
時
～

　
　

益
田
市
立
図
書
館

　
　

益
田
市
常
盤
町
８
ー
６

　
　

島
根
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
５
２
・
28
・
５
５
０
０

全
国
へ
届
け
！　
　
　
　
　
　
　
　

ふ
る
さ
と
特
産
品 

Ｐ
Ｒ
コ
ン
テ
ス
ト

株
式
会
社
さ
と
ふ
る
は
、皆
さ
ん
に
「
自

分
の
ふ
る
さ
と
」や「
ゆ
か
り
の
あ
る
地
域
」

の
特
産
品
を
改
め
て
見
つ
め
直
し
、
そ
の

魅
力
を
自
身
の
言
葉
で
発
信
い
た
だ
く
こ

と
で
、
新
た
な
か
た
ち
の
地
域
応
援
に
つ

な
げ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
「
ふ
る
さ
と

Ｐ
Ｒ
コ
ン
テ
ス
ト
」
を
開
催
し
ま
す
。
ご

応
募
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

※
詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確

　
　

認
く
だ
さ
い
。

新
着
図
書

新
着
図
書
…
…
…
…

…
…
…
…Books

Books

▼
日
原
図
書
館

▽
犯
人
に
告
ぐ
４　

暗
幕
の
裂
け
目

雫
井　

脩
介
……
…
…
…
…

双
葉
社

▽
最
後
の
一
色　

上
・
下
巻

和
田　

竜
……
…
…
…
…
…

小
学
館

▽
さ
よ
な
ら
ジ
ャ
バ
ウ
ォ
ッ
ク

伊
坂　

幸
太
郎
……
…
…
…

双
葉
社

▽
は
じ
め
て
で
も
カ
ン
タ
ン
！
棒
針
＆
か
ぎ
針

編
み
太
糸
で
ざ
く
ざ
く
編
め
る
ニ
ッ
ト
帽

……
…
…
…
…
…

日
本
ヴ
ォ
ー
グ
社

▽
さ
か
な
を
た
べ
た
あ
と
の
ほ
ね

加
藤　

休
ミ
……
…
…

福
音
館
書
店

▼
津
和
野
図
書
館

▽
川
を
流
れ
た
ら
人
生
大
逆
転

く
さ
ひ
ろ
……
…
…
…
…
…
…
…
…

▽
ア
ミ
ュ
レ
ッ
ト
・
ホ
テ
ル

方
丈　

貴
恵
……
…
…

光
文
社
文
庫

▽
考
え
る
力
を
つ
け
る
本

畑
村　

洋
太
郎
……
…
…
…

講
談
社

▽
き
み
を
わ
す
れ
な
い

チ
ャ
ー
リ
ー
・
マ
ッ
ケ
ジ
ー

……
…
…
…
…
…
…
…
…

飛
鳥
新
社

▽
旅
の
お
得
＆
裏
ワ
ザ
パ
ー
フ
ェ
ク
ト
ガ
イ
ド

鳥
海　

高
太
朗
……
メ
デ
ィ
ア
ソ
フ
ト

※
12
月
29
日
（
月
）
～
１
月
３
日
（
土
）、

１
月
30
日
（
金
）
は
休
館
と
な
り
ま
す
。

【
音
読
会
】

１
月
13
日 

（
火
） 

・
27
日 

（
火
） 

14
時
～

津
和
野
図
書
館　

読
書
会
室

コンテスト概要
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広報つわの 2025 年 12 月 23 日発行

この町の身近な法律家として法律相談・不動産、会社、
相続登記等・各種許認可の手続をサポートいたしま
す。「まずは、お気軽に ご相談から」

鹿足郡津和野町日原 171 番地 2

電話兼 FAX 0856（74）1538
領
り ょ う け

家 義
よ し の り

典 事 務 所
司 法 書 士・ 行 政 書 士

□住民基本台帳（令和7年１１月末現在）

転出：12死亡：9 転入：10出生：1
男 2,947 人　女 3,294 人
人口：6,241 人世帯数：3,167

お
く
や
み
申
し
あ
げ
ま
す
（
敬
称
略
）

※
同
意
が
得
ら
れ
た
方
の
み
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。 ※

同
意
が
得
ら
れ
た
方
の
み
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

寄
附
の
お
礼

次
の
方
か
ら
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

株
式
会
社
シ
ョ
ー
ン
キ
ャ
プ
チ
ャ
ー

代
表
取
締
役 

日
高 

郁
人 

様
（
東
京
都
）

青
少
年
育
成
事
業
に
対
し
て

中古農機具・バイク
買取・修理

ホンダショップ泉
☎72-1271
携帯090-3171-7227

ススズズメメババチチ・・ミミツツババ

チチのの駆駆除除致致ししまますす

イイズズミミ
HONDA    SHOP

中古農機具
買取・修理

ホンダショップ泉
☎72-1271

携帯090-3171-7227

バイク・自動車販売修理

ススズズメメババチチ・・ミミツツババチチのの駆駆除除致致ししまますす
山口市阿東徳佐中 37 1 3 - 1（ナフコうら）
☎(083)956-2010

(0856) 74 - 1773
TEL・FAX 兼用

◇ご自宅で行う 『小規模葬』

年中無休 ・ 24 時間対応◇ひっそり家族だけでの

　 お別れ 『直葬』

◇墓じまい後の 『海洋散骨』

　 （ペットも可）

柴犬と家族になろうよ

＊10 月中旬には、
　豆柴が生まれる予定です。

豆柴（７か月）赤（女の子）

イエロー・ドッグ・ハウス
豆柴・柴犬ブリーダー 山口市阿東徳佐下 558

第一種動物取扱業登録証 令 3 山健第 147 号の 1 の 12 （担当）山根
090-7508-4416

ブリーダーならではのお得な価格でお譲りできます！

黒（女の子）

赤（女の子）

赤（男の子）

豆柴（１年２か月）

柴犬（3か月）

お
祝
い
申
し
あ
げ
ま
す
（
敬
称
略
）

20
26

１V
ol.24

3

11
月
届
出
分

森
川　

勇	

11
・
１	

（
門
林
）	

83
歳

大
中　

和
子	

11
・
３
（
直
地
上
）	

90
歳

桑
原　

松
子	

11
・
６	

（
西
谷
・
出
合
）	

103
歳

米
澤　

ト
モ
子	

11
・
７
（
中
座
一
）	

90
歳

大
井　

豊	

11
・
11	

（
商
人
下
）	

98
歳

村
上　

厚
生	

11
・
12	

（
栄
町
）	

87
歳

河
野　

美
登
里	

11
・
15	

（
鷲
原
一
）	

73
歳

横
田　

百
合
子	

11
・
18
（
寺
田
上
）	

92
歳

富
岡　

壽
子	

11
・
19
（
西
二
）	

100
歳

桑
原　

千
代
美	

11
・
22
（
滝
元
上
）	

95
歳

山
村　

満	

11
・
23
（
田
代
・
徳
次
）	

95
歳

11
月
届
出
分

酒
井　

柊と
う
か花	

11
・
11	

（
左
鐙
西
）


